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先天的に目を欠損したニホンスッポンにおける成長状況からみた
採餌時の視覚と嗅覚の必要性
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序　文

日本在来の淡水生カメ類は開発行為による

生活環境の悪化，漁獲活動，農業活動による

負傷および事故死，水質の悪化，外来種の増

加，ペット目的での乱獲などにより，生存の

危機にさらされている（矢部，2009）．国外

においても生息環境が悪化している地域があ

り，生息場所の汚染による奇形個体の孵化が

確認されている（Bell et al., 2005）．また，野

生下で眼球のない奇形個体を発見したとの報

告もあるが（Vervust and Brecko, 2011），こ

の個体のように視覚のない個体が摂食し，成

長することができるのかは不明である．

カメ類は主に視覚や嗅覚を使い，捕食する

ことが知られている（Parmenter and Avery, 

1990；Constantino and Salmon, 2003）．正常

な淡水生のカメ類では，水が濁り，餌を視

覚的に捉えにくい場合であっても捕食可能

であったとの研究報告があり（Grosse et al., 

2010），カメ類は視覚がなくても嗅覚により

餌を探索できる可能性がある．本研究では，

視覚のない個体の成長に関する知見を得るた



爬虫両棲類学会報　2021（2） 183

め，先天的に目を欠損したニホンスッポン
Pelodiscus sinensisを用い，正常な個体と成長

を比較した．

材料及び方法

2020年 6，7月に岐阜県及び静岡県の養殖

場で孵化し，購入したニホンスッポン 180個

体のうち，目に奇形を持つ 3個体を選出し，

正常個体 1個体を対照に比較した（図 1）．飼 

育期間は 2020年 7月 17日から 10月 30日ま

でとし，室内に設置した 430×550×250 mm

の水槽で 4個体を飼育した．水槽内には餌場

を兼ねたバスキング場を設置した．餌は粉末

状のスッポン用配合飼料（スッポン K，日本

農産工業株式会社）とし，体重の 3％の重量

を倍の重量の水と混合して練り餌を作り，1

日 1回餌場に設置した．水槽の上部には紫

外線を含む蛍光灯（レプティサン 5.0 UVB 

15w，ズーメッド）を設置し，常時照射した．

水温は 26.5°Cとした．水の過度な汚れを防

ぐため，週 3日でカルキ抜きした水に交換し

た．水深はニホンスッポンの健康状態や水の

汚れ具合により決定し，試験開始から 11週

目までは 32 mm，11～13週目は 82 mm，13

～15週目は 32 mmとした．試験中はニホン

スッポンから水槽外部が見えないように水槽

周囲を板等で被覆した．0週目（試験開始時）

及び 4週目，7週目から 15週目（試験終了

図 1．各個体の頭部外観．No. 1は正常個体，No. 2は右目小さく左目欠損，No. 3及び No. 4は両目欠損 
（写真は成長観察期間終了後に撮影）．各組写真上：正面，左下：左目，右下：右目
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時）まで 2週間ごとに計 7回，背甲長及び体

重をそれぞれノギス及び電子秤を用いて計測

した．

成長観察期間の終了後，各個体で目が見え

ているかを簡易に確認するため（視覚試験），

水槽外でニホンスッポンの体を手で保定し，

顔の前に掌を近づけ，反応を確認した．その

後，ペントバルビタールナトリウム 0.1 mg/g 

を腹腔内注射し，意識消失を確認した後に生

殖器を観察し，性判別を行った．性判別は
Yntema（1976）に従い，幅広で短い生殖腺（精

巣）が見られた個体を雄，細長く表面に卵胞

のある生殖腺（卵巣）が見られた個体を雌と

判断した．

本研究は，用いたニホンスッポンの飼養保

管施設と共に，岐阜大学動物実験委員会の承

認を得て実施された．

結　果

各個体において目の外形を観察したとこ

ろ，No. 1では両目が正常であった．No. 2で

は右目が正常個体よりも小さく，左目は欠損

していた．No. 3及び No. 4は両目を欠損し

ていた（図 1）．

飼育試験の結果，個体間で体重の変化に

差が認められ（Friedman test, p＜0.01），試

験終了時の 15週目に体重が最大であった個

体は No. 1であり，体重は 69.38 gであった．

次いでNo. 3が大きく，体重は 62.67 gであっ

た．No. 3及び 4の体重は，それぞれ 54.01 g

および 53.67 gであった（図 2）．

ニホンスッポン各個体の平均成長速度（g/

日）を図 3に示す．個体間で平均成長速度

の変動に差が認められた（Friedman test, p＜

0.05）．水深を 32 mmとした 11週目までは，

どの個体においても平均成長速度が増加し

たが，水深を深くした 11～13週目では No. 1

のみが増加し，No. 2，3，4は減少した．水

深を 32 mmに戻した 13～15週目では No. 1

を除く 3個体で平均成長速度が増加した．

視覚試験において各個体に掌を近づけた

ところ，No. 1では口を開け，甲羅に頭部を

引っ込める動きを示した．No. 2では No. 1

と同様の動きを示すことがあったものの，無

反応の場合もあった．No. 3及び 4は無反応

であった．性判別の結果，No. 2及び 3は雄，
No. 1及び 4は雌であった．

考　察

本研究において正常な個体と目に奇形を持

つ個体で成長を比較したところ，視覚が正常

な個体で成長速度が速かったことから，ニホ

ンスッポンの成長には視覚が影響するといえ

図 2．各個体の体重の推移．

図 3．各個体の平均成長速度．白のバーは水深
32 mm，黒のバーは水深 82 mmの期間を示す．
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る．視覚がないと考えられた個体（No. 3及

び 4）は視覚がある個体（No. 1及び 2）より

成長速度は低かったものの，成長が観察され

た．淡水生カメ類は採餌に視覚だけでなく，

嗅覚も使用していることが示唆されており

（Parmenter and Avery, 1990），本報告で用い

た先天的に視覚を失った個体においては，嗅

覚を利用した摂食により成長することができ

たと考えられる．

11週目に水槽の水深を深くしたところ，

正常な個体（No. 1）を除く 3個体（No. 2～4） 

の成長速度が低下した．このことから，水深

が深くなったことにより餌場が高くなると，

視覚による餌の確認が困難となり，また，そ

れまでの主な生活場所（水場）へ餌の匂いが

届きにくくなることで嗅覚による餌の探索に

影響が出るなど，摂食行動に必要な視覚と

嗅覚の利用が制限されたため，正常な個体 

（No. 1）を除く 3個体（No. 2～4）は十分に

摂食できず，成長速度が低下したと推測す

る．目を 1つ欠損した個体（No. 2）は，両

目を欠損した個体（No. 3及び 4）と比較し，

水深が深くなった場合の成長速度の低下が大

きかった．視覚がないと考えられた個体（No. 

3及び 4）は，水深が深くなる前にも専ら嗅

覚を使って摂食していたと考えられ，視覚的

に餌を捉えにくくなってもこれまで主に嗅覚

で摂食していたため視覚を有する他の個体に

比べて影響が少なかったと考えられる．しか

し，目を 1つ欠損した個体（No. 2）は，視

覚を使って摂食していたため，餌の探索を補

う嗅覚の馴致に時間を要したのではないかと

推測する．13週目に試験開始時と同じ水深

にしたところ，正常な個体（No. 1）のみ成

長速度が低下し，目に奇形を持つ 3個体（No. 

2～4）は成長速度が上がった．スッポンで

は，給餌を制限された後に速い成長速度を

示す代償性成長が報告されており（Gang and 

Juan, 2007），本研究においても，目に奇形を

持つ 3個体が代償性成長を示したと考えられ

る．目に奇形を持つ個体は水深が深い期間に

成長速度が低下したが，水深が浅くなると採

餌可能になり，摂食量が急増したため，高い

成長速度を示したと推測する．一方，目に奇

形を持つ 3個体の摂食量が急増したことによ

り，正常な個体は十分に摂食できず，成長速

度が低下した可能性がある．

本研究に使用したニホンスッポンは養殖場

で孵化した個体であり，目に奇形を持つ個体

は，近親交配により生じた可能性がある．近

親交配は先天性の奇形，病気，及び繁殖力の

低下といった近郊弱勢を発生させることがあ

る（Yadav et al., 2019；木島，1989）．すなわ

ち，目の奇形以外の要因により成長に差が見

られた可能性は否定できない．しかし，本試

験の結果，ニホンスッポンの視覚が高いと考

えられた個体ほど成長速度が速かったため，

視覚は成長に関係するということを見出すこ

とができた．

本研究では視覚がないと考えられた個体で

も成長しており，視覚を使えない場合には嗅

覚を使い，餌を探し出すことができると考え

られた．淡水生カメ類の生息地では水が濁

り，視界が良くないこともあるため，カメ類

を調査や外来種駆除のため罠で捕獲する場

合，匂いによる誘因が有効と考えられ，罠に

匂いの強い餌をつけることで捕獲率を高める

ことができるかもしれない．
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